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近代の集合住宅団地は
何を目指したか？
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　今から 40年前、日本の都市化がはじまった時代以降、各
地に多くの公的な集合住宅が供給され、その数は、現在、旧
公団住宅が 77万戸、公営住宅が 220万戸にも達する。これ
らの公的な住宅は多くの場合、集合住宅団地という形で建設
された。
　世界に目を向けると、近代的な集合住宅団地の歴史は、19
世紀末から 20世紀の初頭にかけてはじまった。それは健康
で合理的な居住空間の追求であると同時に、社会的な住宅の
供給という目的に沿ったものでもあった。紆余曲折はあるが、
これらの集合住宅団地は、空間的には、「細長い矩形の住棟
の平行配置（zeilenbau）」あるいは「公園の中のタワー
（tower in the park）」と呼ばれる形態をとった。
　このような近代の集合住宅団地は、とりわけ日本の団地は、
何を目指したのであったろうか。それを振り返り、その後の
展開を論じることから、集合住宅団地の価値と可能性につい
て考えることにする。
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